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閉祭式での結果発表において、テーマ絵では「学級合

唱の思いを、何をど

の様に表現するかと

いう構想をしっかり

と創造することが大

切である。また自分

たちの色を作ること

も必要である。手や

足だけを描くのでな

く、人物をしっかり

と描ききることが重

要である。」と、壁

新聞では「各学級の

思いやいままでの活

動の様子が書き込ま

れ、再確認することは

大切なことである。さ

らに今後の活かすこ

とが必要である。」と

講評と激励の言葉が

贈られました。

そして、本校文化祭を全校合唱の素敵な、力強い全校

生徒の歌声で締めくくることができました。正に生徒諸

君の力の結晶OneTeam 金中の響きあいのコンチェ

ルトを感じることができました。

【文化祭スナップ】

各学級での

教科作品展示

工夫を凝らした

配置を！

明るさを考慮して

農業体験

まち歩き

11 月 2 日（土）～4日（月）の 2泊 3日で「いわて

希望塾（塾長；県知事達増拓也さん）」が開催されま

した。県内各地の中学校 2年生の代表者等が陸中海岸青

少年の家に集い、研修を行いました。本校からも、艾

さんと後藤さんの 2名が参加しました。

このいわて希望塾は次世代を担う諸君の研修の場とし

て例年実施されています。本校からも継続して代表が参

加しています。次の生徒会、学年・学級をリードできる

ように各地域の様子等の情報交換や意見交換等を通じて、

学ぶことが沢山あったものと思います。この学びと経験

を是非とも今後の生徒会や学年・学級での活動に活かし

てほしいものです。

11 月 5 日（火）に本校ＰＴＡの支援を受け、教育講演会

を開催しました。講師には東京都足立区で教鞭をとられて

いる日笠先生をお招きし、『全力で生きる』と題

して講演をしていただきました。日笠先生は教育困難校と

言われた勤務校において、体育祭や文化祭の学校行事を生

徒と共に、正に全力で取り組み妥協することなく良いもの

を創りあげ、生徒はもとより地域の皆さんにも大きな感動

を与えて続けてきました。また、バレーボール部の監督と

し指導にあたり、全国制覇 4 回、現在は全日本中学校選抜

監督を務めてもおられます。

講演では、日笠先生と生徒諸君が日々全力で取り組む活

動の姿を目の当たりにしました。さらに日笠先生が全力で

生き、全力で指導し、全力で生徒諸君と取り組む・・その

根幹となる思いを教えていただいたものと思います。

今回の講演を聞くことができた金中生徒諸君！自らの今

までの生き方を振り返る良き機会となったものと思います。

このままで良いのか！無駄に時間を過ごしてはいないの

か？ 3 年生の講演会後の感想を紹介します。

○人の話でこんなにも感動して心に響いたのは今回が初め

てでした。障がいを持っているマサルさんの話を聞いたと

きに、はっと我に返ったようでした。マサルさんは全力で

生きているのに自分はどうだろう。小もないことに悩み、

物事を適当にやって、おまえは今何をしているんだ？と、

自分に問いました。僕はものすごい奇跡で生まれてきて、

しかも何不自由ない生活をしている。こんなにも満ち足り

た生活をしているのに、何で全力で生きないのか。この体

を持っている限り、できないことなんてないのに色々理由

をつけて逃げてきた自分がとても恥ずかしくなりました。

僕は今1分1秒を大切に全力で生きていこうと決めました。

今日の話の中で、ひとみさんの話は特に感動しました。「死」

を目の前にしても、ひとみさんは苦しい思いをしながらも

壁を越えようと必死に努力した。僕は今を全力で生きてい

くことの大切さを知ることができました。今回の講演会で

学んだことを忘れずにこれからの人生を全力で精一杯生き

ていこうと思います。

今日は本当にありがとうございました。

○初めて日笠先生の講演を聞いて、学んだこと感動したこ

とが沢山ありました。ビデオを見てびっくりしました。運

動会の肩上ピラミッドや集団行動など限られた時間の中で

練習してあの完成度はすごいと思いました。同じ中学生と

は思えないほど、すごかったです。そして文化祭の劇やバ

レーボール。いい作品を作り結果を出すには、努力しなき

ゃ得られないということをビデオを見て改めて感じさせら

れました。障がいの方の話を聞いて、自分は恵まれている

んだなと感じさせられました。何事にも一生懸命取り組む

ことの大切さを学びました。最後に渡された手紙を読んで、

「死を恐れるのではなく、今を精一杯生きること。私たち

がこの世に生まれたのには必ず何かの理由がある。だから、

その理由を探すために今を一生懸命生きることだ。」という

言葉が心に残りました。今回の講演会で聞いたこと学んだ

ことを忘れずに、親に感謝し、一生懸命生きていきたいと

思いました。素晴らしい話をしてくださり、本当にありが

とうございました。
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